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イブのハザード。プロセスを中心に，クレジット ◎デ  

フォルトりスワップの評価モデルと，それらのパラメ  

ータ推定法についての説明があった。  

（2）「Jarrow－Tt汀nbullModelによるクレジットデリ   

バティブの評価」  白川 浩（東京工業大学）  

Ja汀OW∵m∬血飢川上Modelにおいて，デフォルトリ  

スクのリスクプレミアムが時間に対し確定的な関数と  

なる場合のモデルについて考察した。結果として無我  

走条件と両立する割引債の額面価格回収率の関数は，  

ある種の変微分方程式を満たし，無裁定条件と両立す  

るためには，デフォルトフリー債権とのスプレッドが，  

デフォルトするまでは，一定のままでなければならな  

いことを示した。  

－■－・   － －   ÷：   

◎第28間  

門 時：10月3日（土）14：00～17：00  

出席者：8名  

場 所：中央区新富ワーカーズ8サポートセンター  

テ醐マと講師：「孔子の『論語』とグローバルな21世紀」  

上田亀之助   

春秋戦国時代の孔子の『論語』は二千年以上経った  

現在でもよく読まれています。その主張する所は社会  

的人間のあり方と国家の政治¢経済にかかわる道徳思  

想で，良い人間関係の仁と忠恕（思いやり）がその中  

心概念でグローバルな時代向きです。   

珍プァジィ動的計画法珍   

闇 噂：10月5日（月）18：00～20：00  

場 所：日科技連  

テ鵬マと講師：「Dynamic Programmingin the   

MixedTypeSecretaryProblem」  坂口 実   

邦人の候補者の中から1人の秘書を採用したい。ラ  

ンダムの順序で1人ずつ順にテストする。その成績が  

2次元γ，γ列（＆，坑）オ＝1，2，…，乃で表わされる。＆  

（坑）は候補者オの労力（容姿）を評価する伸（＆）につ  

いては『u且1－五nねrmation，（㌢）についてはNo－imfor－  

mationのときのmixed－tyPe SeCretary prOblemを  

提示し，これをりPにより解を与える。   

珍2且世紀にお摺る交通◎流通システム珍   

㊤第6匝ヨ  

田 噂：10月16日（金）18：00～20：00  

オペレーションズ。リサーチ   

珍シ謁テムの最適化とOR珍   

田 囁：9月18Eヨ（金）14：30～17：00  

出席者ニ16名  

唱 所：金沢大学経済学部会議室  

テ加▽と講師：  

（1）「提携構造がある場合のシャープレイ値とその応用   

について」  小野理恵（富山大学経済学部）   

予めプレーヤーの提携構造が決まっている状況に拡  

張したシャープレイ値と9 それをもとに提携構造の安  

定性をいかに表わすかを解説した。また応用例として  

1993年以降の日本の衆議院の勢力をもとにしたパワー  

と実際に形成された連立政権との間に関連があるかど  

うかを議論した。  

（2）「ファジィ数の順序関係から多目的の順序関係へ」  

古川長大（創価大学コニ学部）   

目的関数の値がファジィ数で与えられる最小化問題  

を9 ファジィかマックス順序に関して解こうとすると，  

この順序が仝順序ではないために真の意味の最小解が  

存在することは極めて稀で，通常は互いに非支配的な  

沢山の解が存在する。このため，ファジィ数の間にパ  

ラメトリックな2種類の順序関係を導入し，これら2  

種類を基準として最小化を試みることにより，互いに  

非支配的な解の殆ど全てが検出されることを示した。   

珍理財三尊珍   

◎第且4園  

田 時三 9月25日（金）19：00～21：00  

出席者：85名  

場 所：東京工業大学 百周年記念館3階フェライト   

会議室  

、・・・・■・喜憩ト  

（且）「クレジットめデフォルト0スワップの評価モデル」   

青沼著明（東京三菱銀行，東京大学），中川秀敏（東   

京大学）   

クレジット ◎デリバティブのスワップの評価では，  

企業のテ予フォルトをハザード。プロセスとしていかに  

取り込むかという問題がある8 講演では，Vasicekタ  
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出席者：6名  

場 所：東洋経済新報社ビル（日本橋）  

テーマと講師：「旅客流を考慮した列車制御シミュレ   

ーション」  

平井 力（財団法人鉄道総合技術研究所）   

各列車・各駅の旅客情報が，動改札機の技術革新や  

スマートカードの導入などにより利用可能となる将来，  

列車運行に乱れが生じたとき，一部の列車に混雑集中  

しないような時隔調整アルゴリズムの紹介とシミュレ  

ーション結果の報告があった．  

会 合 記 録   

機関誌編集委月全   

国際委員会   

研究普及委月会   

論文誌編集委員会  

10月8日（木）  

10月9日（金）  

10月16日（金）  
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珍平成11年度会費納入のお願い（事務局）   

平成11年度の会費請求書をお送りいたしまし  

たので，お早めにご送金くださるようお願いい  

たします．なお，10年度以前の会費を未納の方  

は合わせてお支払いくださるよう重ねてお願い  

いたします。  

〔預金口座振替ご利用の方へ〕   

平成11年度会費振替は平成11年1月20日（木）  

になります．振替金額の不足のないよう，預金  

残高をご確認いただければ幸いです．   

なお，平成11年度から預金口座振替をご希望  

の正会月の方は，学会事務局までTEL，FAX，  

郵便にてご連絡ください．折り返し預金口座振  

替依頼書をお送りいたします．  

会員名簿刊行のお知らせ  （事務局）   

1998年版の会属名簿（会員限定）が発刊されま  

した．E－mailaddressも登録され，3年振りの  

改定版です．まだ残部がありますので，購入ご希  

望の会員の方には，1冊4，000円でおわけいたし  

ます．FAXもしくはハガキでお申込みください．  

（消費税は非課税です）   

氏名・会員番号・代金支払方法（振込でお願い  

いたしますが，請求書等必要の有無など）をご記  

入ください．  
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査読者へのお礼  

今年度のOR誌の論文・研究レポート，論文・事例  上田 徹，内山義英，大屋隆生，岸本一男，北村美  

香，木下栄蔵，園澤直樹，権藤 元，逆瀬川浩孝，  

椎名孝之，篠原正明，新村秀一，住田 潮，高井英  

造，高橋磐郎，高橋幸雄，徳山博子，西岡靖之，西  

尾チヅル，枕々木規雄，前川俊一，村松健児，守口  

剛，八巻直一，山田善靖，若山邦紘，和多田淳三  

（敬称略）  

研究，論文・絵合報告の査読を次の方々にお願い致  

しました．  

ご協力いただきましてありがとうごさいました．  

この場を借りて厚くお礼を申し上げます．  

（機関誌編集委員会）  
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